
多
様
性
と
「
役
割
分
担
」（
２
０
２
１
・
３
・
８
） 

  

今
年
冒
頭
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
の
歌
詞
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
英
国
か
ら
独
立
し
た
が
、
国
歌

は
英
国
の
「
ゴ
ッ
ド
・
セ
ー
ヴ
・
ザ
・
ク
イ
ー
ン
」
で
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
に
現
在
の
「
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
フ
ェ
ア
」
に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
歌
詞
の
一
部
の
「
ウ
ィ
・
ア
ー
・
ヤ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
フ
リ
ー
」
が
「
ウ
ィ
・

ア
ー
・
ワ
ン
・
ア
ン
ド
・
フ
リ
ー
」
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
八
世
紀
後
半
以
後
に
英
国
か
ら
入
植
し
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
は
二
三
〇
年
程
の
歴
史
で
あ
る
し
、
連
邦
国
家
に
な
っ

て
か
ら
は
一
二
〇
年
程
の
歴
史
し
か
な
い
若
い
国
家
で
あ
る
か
ら
ヤ
ン
グ
は
妥
当
で
あ
っ
た
が
、
数
万
年
前
か
ら
生
活
し
て

い
る
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
は
自
分
た
ち
の
歴
史
が
無
視
さ
れ
る
よ
う
な
歌
詞
で
あ
り
、
そ
の
要
請
に
よ
る
変
更

で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
人
種
・
民
族
・
宗
教
・
性
別
な
ど
に
よ
る
差
別
や
偏
見
の
表
現
の
訂
正
を
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス

（
政
治
的
正
当
性
）
と
い
い
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
登
場
し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ェ
ア
マ
ン
は
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
、
カ
メ
ラ
マ
ン
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
キ
ー
マ
ン
は
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
は
ハ
ッ
ピ
ー
・
ホ
リ
デ

ー
ズ
に
変
化
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
言
葉
の
訂
正
だ
け
で
は
な
く
、
差
別
の
あ
る
状
況
自
体
を
是
正
す
る
こ
と
を
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
（
積
極
是
正
措
置
）
と
表
現
す
る
が
、
こ
の
動
向
が
世
界
を
席
巻
し
は
じ
め
て
い
る
。
二
月
中
旬
、
東
京
五
輪
大
会
組
織

委
員
会
長
が
女
性
差
別
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
に
よ
り
交
代
し
た
が
、
昨
今
の
情
勢
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
結
末
で
あ
っ

た
。 

 

こ
の
事
件
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
日
本
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
出
遅
れ
て
い
る
。
顕
著
な
出
遅
れ
は
男

女
の
格
差
で
あ
る
。
日
本
で
女
性
が
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
五
年
で
世
界
の
二
八
番
目
で
あ
っ
た

か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
後
進
で
も
な
か
っ
た
が
、
最
近
の
様
々
な
指
標
を
総
合
し
た
男
女
平
等
の
指
標
で
は
出
遅
れ
は
否
定
で
き

な
い
。 

 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
一
四
の
指
標
で
世
界
の
一
五
三
カ
国
の
男
女
格
差
を
評
価
し
て
い
る
が
、
日
本
は
国
会
議
員
の

女
性
比
率
が
一
三
五
位
、
女
性
の
管
理
職
従
業
率
が
一
三
一
位
、
勤
労
所
得
の
男
女
比
率
が
一
〇
八
位
な
ど
で
あ
り
、
総
合

し
て
一
二
一
位
と
い
う
の
が
現
状
で
、
Ｇ
七
で
は
最
低
、
ア
ジ
ア
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
よ
り

も
下
位
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
日
本
の
状
況
は
現
在
の
世
界
の
主
流
の
風
潮
で
は
後
進
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
。
生
物
の
世
界
で
は
多
様
と
い
う
特
性
が
重
要
と
さ
れ
る
。
酸
素
を
生
産
す
る
植
物
と
消
費
す
る
動
物
が
存
在
し
て

大
気
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
酸
素
を
消
費
す
る
生
物
の
み
の
世
界
に
な
れ
ば
、
地
球
の
生
命
圏
域
は
維
持
さ
れ
な

い
。 

 

こ
こ
か
ら
は
説
明
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
自
然
世
界
で
も
役
割
分
担
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
人
間
世
界
も
多
様
な
役

割
を
分
担
す
る
人
間
が
相
互
に
依
存
す
る
構
造
に
し
な
け
れ
ば
維
持
さ
れ
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
運
動
が

長
期
に
社
会
に
影
響
し
な
か
っ
た
の
は
多
様
な
特
性
が
相
互
依
存
す
る
構
造
を
創
造
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

一
九
九
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
次
代
の
国
力
を
模
索
す
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
た
。
賛
同
さ
れ
た
の
は
武
力
・
財
力
の

時
代
か
ら
魅
力
の
時
代
に
移
行
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
魅
力
と
は
他
者
に
共
感
さ
れ
る
能
力
で
あ
る
。
こ
れ
で
あ
れ

ば
性
別
・
年
齢
・
民
族
・
母
国
な
ど
既
存
の
枠
組
み
に
関
係
し
な
い
多
様
な
存
在
が
共
存
す
る
人
間
世
界
の
構
築
が
可
能
と

な
り
、
日
本
の
格
差
是
正
の
目
標
と
な
り
う
る
。 


